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問　題

　近年、独身既婚問わず女性が働くことが主流になり
つつあり、非正規社員の割合が増加する中、異性関係
における男性と女性はどのような相手を求めて実際に
選んでいるのだろうか。そして、労働市場環境の悪化

に伴う「派遣切り」に象徴される派遣労働者の大量解
雇など、非正規就業者の生活基盤の脆弱性や不安定性
が異性との交際意欲の低下や独身継続という社会問題
としてクローズアップされている（佐々木，2012）。ま
た、1990年以降、男性の非正規社員は増加していて、
35歳以下の若年男性における非正規雇用では正規雇用
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に比べ有配偶率が低く（総務省，2007）、晩婚化の原因
や少子化につながることが懸念されている。日本社会
における結婚の出会い方は、戦後まで見合いが中心だっ
た。これが1960年代に恋愛結婚に逆転され、2015年に
恋愛結婚が87.３％に対し見合い結婚が5.5％であり、現
代では ９ 割近くの結婚が恋愛結婚となっている。この
ように、日本社会では結婚相手との出会い方が変貌し、
恋愛結婚化してきた（小林，2012））。恋愛結婚が主流
になっていることについて、柏木（2003）は夫婦関係
における“愛情”を重視する傾向の端的な現れである
と指摘している。すなわち異性関係を考える際に、恋
愛を外すことなく考える必要性があり、相手との関係
性についても幅広く捉えることが望ましくなっている。
また、経済的自立が可能になった女性にとって結婚生
活のもつ価値 ・ 意味は従来の社会経済的なものとは異
なるものになってきている（柏木，2003）。現代社会に
おいて、女性観点からの異性関係の在り方が変化をあ
たえていて、結婚生活に関しては、柏木（1998）は、
少子 ・ 高齢化に伴う母親役割期間の縮小、家事の省力
化などは、女性が家庭内役割だけに生きがいを感じる
ことを難しくしていると指摘している。しかし、その
一方で結婚をめぐる意識変化として、柏木（2003）は、
女性の間で夫婦が性別分業によらず対等な立場に立っ
て相手の生き方を尊重 ・ 支持し合う関係を志向する意
識が高まってきていると考えられると述べている。
　正規社員と非正規社員の割合について、2020年の総
務省の労働力調査によると、正規社員比率は62.0％、
正規社員以外の比率は38.0％であることが示されてい
る。また、2019年の国民生活基礎調査の結果による就
業者の非正規社員率の年代別を見ると、男性は10代で
56％（高校生や大学生のアルバイト含む）、20代で26％、
30代で11％、40代で ８ ％、50代で10％、60代前半で49％
であった。一方で女性は、10代で77％、20代で35％、
30代で45％、40代で56％、50代で61％、60代前半で76％
であった。雇用形態別で見ると、近年、パートとアル
バイトが増加していること、非正規社員は正規社員に
比べ、平均賃金が低いことが示されている。しかし、
非正規労働者の増大 ・ 多様化、就業分野の拡大は、か
つての家計補助的 ・ 職務補助的という補助的労働者か
ら、職務内容の高度化、能力水準の向上、そして勤務
時間 ・ 勤続年数の増大、さらに職場での役割の高度化
が進み、量 ・ 質ともに「欠かせない労働力」として、
非正規の基礎化が進んだと言ってよい（柴田，2017）。
　晩婚化、非婚化、少子化が起きて大きな社会問題と
なっているが、その一つとして、まずは経済的な背景
が存在していて、相手と交際していても婚約や結婚に
至らないことがある。府中（2016）は、主に社会経済
的要因によって人びとが結婚にアクセスしにくくなっ

ているということを指摘しているが、一方で落合（2004）
は人びとが結婚を望む理由は他にもあり、愛情や子ど
もを求めて、家族を作ることを目的とすることは、近
代以降一貫した結婚観であり、家族観であると述べて
いる。
　また、ジェンダー的な視点から経済的に自立もして
いるため、結婚という形式に捉われたくないという場
合もある。結婚しても子どもを持つことを望まない場
合もある。つまり、ここ数十年で恋愛結婚化、未婚化、
少子化が同時に進行した（小林，2012）。

研究目的
　今日では、働き方も多様化しているため、以前とは
様子が違ってきていることより、これらの問題を心理
学的な視点から検討したい。交際意欲の低下や独身継
続という社会問題を心理学的にアプローチするにあた
り、非正規雇用が多くなっているため、晩婚化非婚化
の原因の一要因になっている。そのなかでも、労働と
魅力と異性関係を重ねたテーマに関しては、研究は多
くみられない。そのため、本研究では、先行研究であ
る川名（2019）では、男女関係を知合友人、片思い、
恋愛関係、婚約、結婚、不倫などのデータを別に収集
し、男女比較や年齢世代の比較研究をしているので、
その枠組みを基にしながら、新たに雇用形態や職場環
境などの就労状況を加えてインターネット調査で収集
することにした。

方　法

調査方法
　目的に沿って、正規社員、非正規社員、自営業、無
職（専業主婦）の男女を対象に異性関係についてのイ
ンターネット質問紙調査を行った。以下、調査対象者、
調査の実施方法、質問紙の構成について説明する。

被調査者および調査時期
　研究は質問紙調査法（オンライン ・ アンケート調査）
を用いて、調査対象者はインターネット調査会社の登
録者サンプルからの東京および近県の首都圏の20代か
ら40代の男女とした。質問紙調査票はインターネット
調査会社に配布を依頼し、データを収集した。調査実
施期間は、2021年 ８ 月であった。有効データ数は、合
計1216人（男性564人、女性652人）で、本研究では、
職業を、正規社員、非正規社員、自営業、無職（専業
主婦）に分類した上で、同数程度の被調査者が集まる
ように調査会社に依頼をした。また本研究では、被調
査者にアルバイトなどの学生は除外した。一般的な実
際の雇用関係の分布と異なるのは、雇用関係における
男女の比較をするために、データ数をある程度、そろ
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える必要性があったためである。
　異性との関係も同様に、知合友人、片思い、恋人、
婚約者、配偶者、不倫関係も同数程度の被調査者が集
まるように調査会社に依頼をした。ただし、婚約者に
ついては、恋人と込みでデータ数を依頼したため、他
の関係性よりも取得データ数が少なくなっている。

調査データ数
　調査データ数（ｎ）内訳は、Table� 1 、2 のとおり
である。

質問紙の構成
　質問項目はＱ 1 . ～ Q96. から構成されていた。質問
紙の冒頭部に、「現在のあなたにとって最も好きな異性
または親しくしている異性（配偶者を含む。家族は除
く。）を一人だけ思い浮かべて下さい。」ということを
説明した。
　次に、以下のような本人と相手についてのカテゴリー
質問をおこなった。雇用形態（正規社員、自営業、非
正規社員、無職＝専業主婦）、職業、職種、勤務状況、
職場環境、経済状況などの就労状況に関する質問、本
人の性別、本人と相手の年齢、婚姻状況（未婚、既婚、
離婚単身、死別単身）、相手との関係（知合友人、片思
い、恋人、婚約者、配偶者、不倫相手）などの本人と
相手の情報、「明るい性格である」「心配性である」「真
面目である」等の性格が28項目、「かわいい」「スタイ
ルが良い」「背が高い」「性的魅力がある」「よく仕事が

できる」等の本人の魅力および相手の魅力が24項目で
あった。また、「電話でよく相手と話をする」「機会が
あれば、一緒に行動することが多い。（食事、買い物、
行楽、旅行など）」等の交流内容が26項目、「あなたは
相手のことをどの程度愛していますか？」等の相手へ
の愛と相手からの愛、関係満足度および関係幸福度が
４ 項目である。全96項目を「全くあてはまらない」か
ら「非常に当てはまる」の ７ 段階評定で回答を求めた。
　しかし、本研究では、主に、本人の性別、雇用形態

（正規社員、非正規社員、自営業）、相手との関係（知
合友人、片思い、恋人、婚約者、配偶者、不倫相手）
を使用して比較分析をした。

結　果

本人と相手の勤務形態
　Table� ３ より、本人男性の場合、非正規社員同士の
組み合わせが67.４％と他の組み合わせよりも多い。そ
の次に多いのが正規社員同士の組合せで48.８％である。
男性では相手の女性の雇用形態の好みにはあまり差が
ないが、同じ雇用形態の組み合わせた多いようだ。
　Table� ４ より、本人女性による正規社員同士の組み
合わせは83.1％であり、他の組み合わせよりも正規社
員同士の組み合わせが最も多い。また、女性は自分の
雇用形態に関わらず、正規社員の男性を異性関係の相
手として選んでいる割合が多い。

Table 1 　調査数（男性）
相手との関係

男性 1．知合友人 2．片思い ３．恋人 ４．婚約者 5．配偶者 ６．不倫相手 合　計

本人雇用形態

1．自営業 43 40 31 ７ 49 17 187
2．正規社員 41 39 43 ３ 46 29 201
３．非正規社員 47 39 37 5 40 ７ 175
４．無職 0 0 0 0 0 0 0

合　計 131 118 111 15 135 53 563

Table 2 　調査数（女性）
相手との関係

女性 1．知合友人 2．片思い ３．恋人 ４．婚約者 5．配偶者 ６．不倫相手 合　計

本人雇用形態

1．自営業 40 37 30 ９ 42 21 179
2．正規社員 46 41 40 ６ 46 27 206
３．非正規社員 43 39 36 ４ 48 30 200
４．無職（専業主婦） 0 0 0 0 45 19 64

合　計 129 117 106 19 181 97 649
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本人と相手の勤務時間帯
　Table� 5 および Table� ６ より、本人男性82.0％、本
人女性89.４％より男女共に日勤同士の関係が多い。ま
た、本人男性が夜勤の場合、相手女性が日勤の組み合
わせはみられない。本人男性が夜勤の場合、相手女性
はシフト勤務か夜勤である傾向がある。同様の勤務体
系の方が出会いやすく、デートや生活がしやすく、安

定した関係性になりやすいことが影響していると推察
できる。同じ時空で共同に働いている場の方が、異性
が自然に出会いやすい環境と考えられる。すなわち、
お互いの自由な時間帯が合うことや会う頻度が繰り返
されることが、異性関係に発展する男女が知り合える
きっかけになっていると考えられる。

Table 3 　本人と相手の雇用形態（男性）

相手雇用形態
自営業 正規社員 非正規社員 専業主婦

男性

本
人
雇
用
形
態

自営業 21.2％ 24.2％ 24.2％ 30.３％
正規社員 1.2％ 48.８％ 30.5％ 19.5％
非正規社員 2.2％ 26.1％ 67.４％ ４.３％

合　計 ８.2％ 35.1％ 37.1％ 19.６％

Table 4 　本人と相手の雇用形態（女性）

相手雇用形態
自営業 正規社員 非正規社員

女性

本
人
雇
用
形
態

自営業 27.６％ 70.７％ 0.0％
正規社員 10.８％ 83.1％ 1.5％
非正規社員 ７.７％ 80.８％ ９.0％
専業主婦 19.４％ 74.2％ ３.2％
合　計 15.６％ 77.６％ ３.８％

Table 5 　本人と相手の勤務時間帯（男性）
相手勤務時間帯

シフト勤務 日勤（17時までの仕事） 夜勤（17時以降の仕事） 合　計

男性
時
間
帯

本
人
勤
務

シフト勤務 47.４％ 52.６％ 0.0％ 100.0％
日勤（17時までの仕事） 16.９％ 82.0％ 1.1％ 100.0％
夜勤（17時以降の仕事） 66.７％ 0.0％ 33.３％ 100.0％

合　計 23.４％ 74.８％ 1.８％ 100.0％

Table 6 　本人と相手の勤務時間帯（女性）
相手勤務時間帯

シフト勤務 日勤（17時までの仕事） 夜勤（17時以降の仕事） 合　計

女性
時
間
帯

本
人
勤
務

シフト勤務 61.８％ 35.３％ 2.９％ 100.0％
日勤（17時までの仕事） ９.６％ 89.４％ 1.0％ 100.0％
夜勤（17時以降の仕事） 33.３％ 50.0％ 16.７％ 100.0％

合　計 22.９％ 75.0％ 2.1％ 100.0％
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知り合ったきっかけ
　Table� ７ が男性の関係別の知り合ったきっかけ、
Table� ８ が女性の関係別の知り合ったきっかけの割合
である。
　男女共に、男性の婚約者以外のすべての関係性にお
いて職場や仕事上での出会いが圧倒的に多く、恋人で
は男性が41％で女性が37％となっている。次いで多い
のが男性は SNS であり、女性は友人の紹介である。
　Table� ７ より、男性の 2 番目に多いのが SNS の理由
として、男性の方が冒険的であることが過去の研究で
明らかになっていて、例としてナンパが挙げられる。
　Table� ８ より、女性の 2 番目に多いのが友人の紹介
である理由として、女性の方が家族や友人など対人的
なコミュニケーションが多いことが影響していると考
えられる。
　恋人の友人の紹介を男女それぞれに注目すると、男
性は ７ ％に対して女性は20％であり、この差は男性の
複数の女性を確保しておきたいので男性自身の身近に
いる、気に入っている女性を友人に紹介することはし
ない傾向にあるが、女性の場合は 1 番好きな人を確保
できればあとは友人に紹介してもいいという男女の欲
求の違いが影響していると推察される。
　また、不倫相手は男女共に職場が男性57％で女性が
55％、SNS が男性24％で女性が12％と他の関係性とは

異なる結果となっている。
　男女は同じ空間を共有することで知り合うため、同
じ空間で、より長く過ごす職場や仕事上での出会いが
男女の結びつきの重要な要素となっていると考えられ
る。

男性の年代別の雇用形態の組み合わせ
　正規社員同士の組み合わせは、20代で26.７％、30代
で32.８％、40代で20％と最も多く、次いで非正規社員
同士の組み合わせは、20代で20％、30代で14.９％、40
代で18.６％であり、男性の場合は、年代別に比較して
みても同じ雇用形態の相手を選んでいる傾向にあるこ
とがわかる（Table�９ -Table�11）。異性関係になる男女
は、同じ空間や時間を過ごしている方が出会いやすい
ことが推察される。

女性の年代別の雇用形態の組み合わせ
　正規社員同士の組み合わせは、20代で38.８％、30代
で28.1％と最も多いが、40代は本人が非正規社員で相
手が正規社員の組み合わせの23.６％が最も多くなって
いる（Table�12－Table�14）。相手が正規社員の合計に
注目すると、20代で69％、30代で73.5％、40代で68.2％
となり、 ７ 割近くの女性が自分自身の雇用形態に関わ
らず相手の男性に正規社員を選んでいるのがわかる。

Table 7 　男性の知り合ったきっかけ
分類 SNS キャバクラ ナンパ 学校 偶然 結婚相談所 合コン 趣味など 職場仕事 相席屋 友人の紹介 合計

1．知人友人 ９％ 1％ 0％ 13％ ８％ 0％ 0％ 14％ 47％ 1％ ６％ 100％
2．片思い 12％ ３％ 2％ 10％ ７％ 1％ 1％ ９％ 53％ 0％ ４％ 100％
３．恋人 24％ ３％ 2％ ３％ ６％ 2％ 2％ ９％ 41％ 0％ ７％ 100％
４．婚約者 14％ 0％ 0％ ７％ ７％ 14％ 0％ 14％ ７％ ７％ 29％ 100％
5．配偶者 11％ 1％ 1％ 12％ ３％ ４％ ６％ ９％ 37％ 0％ 17％ 100％
６．不倫相手 24％ 0％ 2％ 2％ ７％ 0％ 5％ 2％ 57％ 0％ 0％ 100％

合　計 14％ 2％ 1％ ９％ ６％ 2％ 2％ 10％ 44％ 0％ ８％ 100％

Table 8 　女性の知り合ったきっかけ
分類 SNS キャバクラ ナンパ 学校 偶然 結婚相談所 合コン 趣味など 職場仕事 相席屋 友人の紹介 合計

1．知人友人 ４％ 0％ 0％ 16％ 1％ 1％ 1％ 16％ 50％ 0％ 10％ 100％
2．片思い 12％ 2％ 1％ 11％ ９％ 2％ 0％ 14％ 37％ 2％ ９％ 100％
３．恋人 16％ 0％ ３％ ９％ 1％ ４％ ３％ ６％ 37％ 1％ 20％ 100％
４．婚約者 ６％ ６％ 0％ 12％ 0％ 18％ 0％ 24％ 24％ 0％ 12％ 100％
5．配偶者 ７％ 0％ 1％ 11％ 2％ 5％ ４％ ７％ 40％ 0％ 24％ 100％
６．不倫相手 12％ ４％ 5％ ４％ 5％ 0％ 2％ 5％ 55％ 0％ ９％ 100％

合　計 ９％ 1％ 2％ 11％ ３％ ３％ 2％ 10％ 43％ 1％ 15％ 100％
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地位経済力
　自分と相手の魅力の因子分析の結果、抽出された魅
力のうちで、雇用形態に関連した「地位経済力」の結
果だけについて報告する。

本人の地位経済力の関係別男女比較　Fig.� 1 参照
　多重比較検定の結果、知合友人、片思い、配偶者、
不倫相手において男女で有意差があり、知合友人以外
は、男性の方が女性よりも高い。
　特に、男性は片思いと不倫相手が高く、これは地位
経済力があると自覚している男性は不安定な関係性に
おいても自信がある表れであると思われる。また、片
思い以上の関係性においては男性が女性に比べて一貫
して高い傾向にあるのは、地位経済力があることを強
みにしていると考えられる。
　次に本人の雇用形態別に地位経済力を男女比較して
みよう。
　Fig.� 2 　本人雇用形態×本人性別（本人の地位経済
力）で、本人の性別で主効果があったのと、性別と本

人雇用形態で交互作用が有意であった。雇用形態の多
重比較検定の結果、男性の雇用形態の間には有意差は
みられなかった。また、女性の正規社員と非正規社員
の間には有意差はなかったが、自営業と正規社員の間
には有意差があった。
　性別の多重比較検定の結果、正規社員の男女で有意
差があった。全体的に男性の方が女性より高い傾向に
ある。
　性別と雇用関係の交互作用は、正規社員の男性は地
位経済力の自覚が高く、逆に正規社員の女性は地位経
済力の自覚が低いことを示す。同じ正規社員でも男女
の間で賃金の格差があるからであろうと思われる。

　次に「つきあい相手の地位経済力」の男女比較をし
てみよう。男女関係別、性別で比較してみた。
　Fig.� ３ 　相手との関係×本人性別（相手の地位経済
力）の図から分かるように、知合友人、片思い、恋人
関係までは男女で差は見られないが、婚約者、配偶者、
不倫相手において、男性より女性の方が地位経済力の

Table 9 　男性年代別双方雇用形態

男性20代 相手雇用形態
自営業 正規社員 非正規社員 無職（専業主婦） 合　計

本
人
雇
用
形
態

自営業 ３.３％ ３.３％ ３.３％ 0.0％ 10.0％
正規社員 ３.３％ 26.７％ 13.３％ ３.３％ 46.７％
非正規社員 ３.３％ 13.３％ 20.0％ ６.７％ 43.３％

合　計 10.0％ 43.３％ 36.７％ 10.0％ 100.0％

Table 10　男性年代別双方雇用形態

男性30代 相手雇用形態
自営業 正規社員 非正規社員 無職（専業主婦） 合　計

本
人
雇
用
形
態

自営業 ３.７％ 11.９％ ６.７％ 0.0％ 22.４％
正規社員 1.5％ 32.８％ ９.0％ ４.5％ 47.８％
非正規社員 0.0％ 11.９％ 14.９％ ３.0％ 29.９％

合　計 5.2％ 56.７％ 30.６％ ７.5％ 100.0％

Table 11　男性年代別双方雇用形態

男性40代 相手雇用形態
自営業 正規社員 非正規社員 無職（専業主婦） 合　計

本
人
雇
用
形
態

自営業 ９.0％ 13.0％ ８.４％ ７.2％ 37.７％
正規社員 0.６％ 20.0％ ８.４％ ４.３％ 33.３％
非正規社員 1.７％ ７.８％ 18.６％ 0.９％ 29.0％

合　計 11.３％ 40.９％ 35.４％ 12.5％ 100.0％
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高い相手を選んでいる。
　女性は恋人から先、婚約者や結婚相手には地位経済
力が高くないと関係を進めないのではないかと考えら
れる。特に女性は婚約者以降の関係において地位経済
力の高い相手を選んでいることから、恋愛と結婚は別
物と捉えている点で男女の違いが理解できる。他方、
男性では、婚約者、配偶者、不倫相手において相手の
女性に地位経済力を期待していないのが分かる。

　次に相手の地位経済力を本人の雇用形態別に比較し
てみよう。
　Fig.� ４ 　本人雇用形態×本人性別（相手の地位経済
力）において、本人性別と本人雇用形態で交互作用が
有意であった。
　多重比較の結果、男女間で自営業、非正規社員で有
意差があり、男性より女性の方が地位経済力の高い相

手を選んでいる。特に非正規社員の男女間の差が大き
く、正規社員の男女では差がないのに対して、非正規
社員の女性は相手に地位経済力のある相手を実際に選
んでいる。経済力のない女性は経済力のある男性を選
好しているという構図である。正規社員の女性は相手
の男性にそれほど高い地位経済力のある相手を選んで
いない。
　それに対して、男性は相手の女性に地位経済力を期
待してないように見える。特に非正規社員男性の相手
の女性の地位経済力は低い。

交流内容の雇用形態による違い
　男女の交流内容の因子分析の結果、抽出された因子
の中で、対面コミュニケーションと、共行動 ・ 社会的
交換の因子の結果について雇用形態と性別での比較を
報告する。

Table 12　女性年代別双方雇用形態
相手雇用形態

20代女性 その他 自営業 正規社員 非正規社員 無職（専業主婦） 合　計
本
人
雇
用
形
態

自営業 0.0％ 11.2％ 10.３％ 0.９％ 0.0％ 22.４％
正規社員 0.９％ 2.６％ 38.８％ 0.９％ 0.９％ 44.0％
非正規社員 0.９％ ４.３％ 16.４％ ６.0％ 0.0％ 27.６％
無職（専業主婦） 0.0％ 2.６％ ３.４％ 0.0％ 0.0％ ６.0％

合　計 1.７％ 20.７％ 69.0％ ７.８％ 0.９％ 100.0％

Table 13　女性年代別双方雇用形態
相手雇用形態

30代女性 その他 自営業 正規社員 非正規社員 無職（専業主婦） 合　計
本
人
雇
用
形
態

自営業 1.2％ ９.5％ 17.４％ 0.４％ 0.４％ 28.９％
正規社員 0.0％ 1.６％ 28.1％ 1.2％ 0.0％ 30.８％
非正規社員 1.2％ ４.７％ 20.2％ ３.６％ 0.８％ 30.４％
無職（専業主婦） 0.0％ 1.６％ ７.９％ 0.４％ 0.0％ ９.９％

合　計 2.４％ 17.４％ 73.5％ 5.5％ 1.2％ 100.0％

Table 14　女性年代別双方雇用形態
相手雇用形態

40代女性 その他 自営業 正規社員 非正規社員 無職（専業主婦） 合　計
本
人
雇
用
形
態

自営業 1.８％ ９.６％ 15.0％ 1.1％ 1.1％ 28.６％
正規社員 0.７％ ３.６％ 21.４％ 0.７％ 1.1％ 27.5％
非正規社員 1.４％ 2.5％ 23.６％ ３.９％ 1.1％ 32.5％
無職（専業主婦） 0.４％ 1.８％ ８.2％ 0.４％ 0.７％ 11.４％

合　計 ４.３％ 17.5％ 68.2％ ６.1％ ３.９％ 100.0％
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対面コミュニケーション
　Fig.� 5 　本人雇用形態×本人性別（対面コミュニケー
ション）において、本人性別の主効果が有意であった。
つまり、全般的に女性よりも男性の方が対面コミュニ
ケーションにおいて積極的であることを示している。
　また、多重比較の結果、男性の正規社員と非正規社
員の間で有意傾向の差があった（P=0.0631）。男性の非
正規社員は正規社員に比べて、対面コミュニケーショ
ンが消極的で異性関係に自信のなさが反映されている。

共行動と社会的交換
　共行動とはデートや一緒の食事、一緒の行楽や旅行
などを指す言葉であり、社会的交換とは、相手へのプ
レゼントなどの物の交換や相手が困っているときの助
言や慰めなどの心理的な交換などである。心理的交換
以外では、共行動や社会的交換には経済力が必要とな

るので、本人の雇用形態が関連するのである。
　相手と一緒にする共行動と、物や行動や心理的な社
会的交換について本人の雇用形態と性別の平均を図に
示す。
　Fig.� ６ 　本人雇用形態×本人性別（共行動と社会的
交換）において、本人性別と本人雇用形態の関係で、
交互作用が有意であった。
　多重比較の結果、男女間で正規社員における有意差
があり、男性の方が女性よりも共行動と社会的交換に
積極的である。
　多重比較の結果、男性の自営業と非正規社員、正規
社員と非正規社員で有意差があった。経済的に恵まれ
ない男性の非正規社員は、自営業や正規社員に比べて
極めて共行動と社会的交換が少ないという結果である。
　女性の場合は、本人の雇用形態は共行動と社会的交
換にあまり影響を及ぼしていない。
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Fig. 1 　地位経済力（本人）【相手との関係 × 本人性別】

Fig. 2 　地位経済力（本人）【本人雇用形態 × 本人性別】
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Fig. 3 　地位経済力（相手）【相手との関係 × 本人性別】
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Fig. 4 　地位経済力（相手）【本人雇用形態 × 本人性別】
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Fig. 5 　対面コミュニケーション【本人雇用形態 × 本人性別】

‒0.15

‒0.1

‒0.05

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

１．自営業 ２．正規社員 ３．非正規社員

本人雇用形態

１．男性
２．女性

対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン



18

立正大学心理学研究所紀要 第21号（2023）

　対面コミュニケーションや共行動、社会的交換は、
男女の関係を進展させるのに重要な付き合い内容であ
るが、非正規社員の男性にとってはこれらの側面で消
極的にならざるを得ないことが結果分析から分かる。
　最後に、男性の雇用形態や経済力のような要因が男
女関係の「相手への愛」、「関係満足度」や「関係幸福
度」に影響するのかどうかを検討してみたい。

相手への愛（雇用形態の影響）
　Fig.� ７ 　相手との関係×本人雇用形態（相手への愛）
は、付き合い相手への愛の平均を関係別、雇用形態別
にプロットしたものである。
　多重比較の結果、片思いの自営業と非正規社員に有
意差があり、不倫相手の正規社員と非正規社員で有意
差があった。片思いや不倫関係などの不安定な男女関
係においては、非正規社員の相手への愛は低いが、他

の関係においては、雇用形態の違いによる相手への愛
の違いは認めらなかった。双方が愛し合う確立した男
女関係では、雇用形態の影響はないということである。

関係満足度（雇用形態の影響）
　次に男女関係の満足度への雇用形態の影響を分析し
てみた。
　図は関係満足度の平均を相手との関係と本人雇用形
態別にプロットしたものである。
　Fig.� ８ 　相手との関係×本人雇用形態（関係満足度）
において、全ての関係性において雇用形態間の有意差
はみられなかった。雇用形態は男女の関係満足度に影
響を及ぼしてはいないという結果である。

関係幸福度（雇用形態の影響）
　同じく、関係幸福度についても雇用形態の影響を調

Fig. 6 　共行動と社会的交換【本人雇用形態 × 本人性別】
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Fig. 7 　相手への愛【相手との関係×本人雇用形態】
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べてみた。
　Fig.� ９ 　相手との関係×本人雇用形態（関係幸福度）
において、多重比較の結果、不倫相手の自営業と非正
規社員間で有意差がみられたが、他の関係では本人雇
用形態と関係幸福度に影響を及ぼしていないという結
果である。

総　括

　男性の非正規雇用者は、相手から受け入れられるま
でのコミュニケーションや共行動、社会的交換に不利
に働くが、いったん関係が確立した後では、相手への
愛や関係満足度、関係幸福度に影響を及ぼすものでは
ないという結論である。
　社会が生み出した「非正規社員」、本人が望み雇用さ
れる場合もあれば望んでいない場合もある。また、非
正規社員のほうが正規社員よりも収入が多い場合もあ

る。しかし、安定性や保証などが正規社員と比較して
不足することがある。
　今回の調査データとしては、女性が男性を結婚相手
に非正規社員よりも正規社員を選んでいる傾向にある
ということが明らかになったが、社会が生み出した非
正規社員に対して、社会が植え付けた先入観すなわち
正規社員の方が安定していて良いといった価値観を刷
り込まれてしまっている点も懸念される。実際には、
収入が高く安定している非正規社員もいる一方で、収
入が低く表面的な安定性などでブラック企業に勤める
正規社員も中には存在していることもある。
　本論文がそのような社会が作り出した制度と価値観
に、今一度疑問を投げかけるきっかけの一助になれば
幸いである。

Fig. 9 　関係幸福度【相手との関係×本人雇用形態】

Fig. 8 　関係満足度【相手との関係×本人雇用形態】
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要　約
　男女の就労状況が男女の異性関係に及ぼす影響を調べるためにインターネット調査を実施した。20代
から40代の男性563人、女性652人のデータを首都圏から取得した。データは雇用形態別（正規社員、非
正規社員、自営業、無職 ・ 専業主婦）に、また男女関係別（知合 ・ 友人、片思い、恋人、婚約者、配偶
者、不倫関係）にデータ収集された。分析の結果、次のような知見が得られた。男女の雇用形態の組み
合わせ分析から、正規社員同士、非正規社員同士など仕事勤務時間と空間が一致する組み合わせが多く、
知り合ったきっかけも職場仕事関係が多く、男女が同じ時間と空間を繰り返し共有することが男女関係
進展の条件となっている。仕事関係以外では、男性ではインターネット、女性では友人の紹介がそれに
ついでいた。勤務形態が男女関係に及ぼす影響としては、男性は同じ勤務形態同士の組み合わせは多い
が、相手の女性の勤務形態にはあまりこだわっていない。しかし、女性では多くの人が自分の勤務形態
にかかわらず、正規社員の男性を選好している。本人の地位経済力に関しては、全般的に男性の方が女
性より高いと認知している。女性では正規社員でも自営業や非正規社員より地位経済力が高いとは自己
認知していない。女性は婚約、結婚関係、不倫関係の相手としては高い地位経済力のある相手を選好し
ている。特に非正規社員の女性は、つきあい相手として高い地位経済力の男性を選んでいる。男女の交
流内容の分析の結果、対面コミュニケーションについては女性より男性の方が全般的に積極的であるが、
非正規社員の男性は自営業者や正規社員よりきわめて消極的であった。共行動と社会的交換についても、
男性の自営業者、正規社員は女性より積極的であったが、男性の非正規社員は女性よりも消極的であっ
た。以上のことから男性の非正規社員は男女関係の進展にきわめて不利であることが分かった。しかし、
相手への愛、関係満足度、関係幸福度については片思い関係と不倫関係を除いて、その他の男女関係に
おいて、雇用形態の影響はないという結果であった。

キーワード：雇用形態、異性関係、男女比較、地位経済力、愛、関係満足度


